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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペースの
十分な確保

法令に遵守したスペースを確保しているが、
利用者数増加により手狭になってきている。

100%
学習、活動遊びと時間を決め有効活用でき
るように配慮している。

2 職員の適切な配置
法令で必要とされる配置数に加え、児童指
導員を３名以上配置している。

76% 機能訓練担当職員の配置について検討中。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー化、
情報伝達等に配慮した環境など障害の特性
に応じた設備整備

子どもの状態に応じた視覚支援のカードを
貼って配慮している。

94%
　玄関の2段の階段に可動式のスロープを取
り付けることを検討中。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動に
合わせた生活空間の確保

1日2回の清掃や時間を決めてのアルコール
除菌を行っている。各所にアルコール除菌
剤を配置し、子供たちの手にふれるものの
清潔には特に気を配っている。

100%
職員に衛星、健康管理について研修会を続
けている。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）への職員の積極的な参
画

毎日開所前に会議をひらき、当日の指導な
どについて常勤職員での会議を定例にして
いる。

支援開始前と終了後の打ち合わせ内容を
PDCAの検証、改善につなげている。

2
第三者による外部評価を活用した業務改善
の実施

現在は第3者による外部評価は導入してい
ない。

　保護者と事業所の評価だけでなく、第三者
による外部評価は意識の向上のためにも導
入していきたい。

3
職員の資質の向上を行うための研修機会の
確保

外部研修会、ズーム研修会、ビデオ研修会
などに参加している。

参加した研修に関しては報告会も兼ねて職
員研修会を月1回、開催している。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上での
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画の作成

状況に応じて職員で個別対応をしている。ま
た、放課後等デイサービス計画作成後、3ヵ
月ごとにモニタリングを行っている。定期的な
面談を行っている。

所内面談だけでなく、電話での聞き取りの機
会を増やし、計画書の向上を図っている。

2
子どもの状況に応じ、かつ個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援又
は放課後等デイサービス計画の作成

個別活動の課題をふまえながら、集団活動
の内容を考え、放課後等デイサービス計画
を作成している。

社内打ち合わせの内容を生かし子どもの状
況に応じた計画書の作成を行っている。

3
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画における子どもの支援に必要な項
目の設定及び具体的な支援内容の記載

保護者の要望や個々の状況に応じた支援
項目、支援内容を記載している。

子どもの発達段階や興味関心事にも配慮し
て項目や内容を記載していく。

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別添様式2
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

4
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画に沿った適切な支援の実施

計画書に沿った支援を実施している。 100%
引き続き子どもの発達段階と障害特性の把
握に努めそれらに応じて支援を実施してい
く。

5 チーム全体での活動プログラムの立案
計画立案の際、児童発達管理責任者・指導
員で話しあっている。

保護者のニーズ、子どものニーズを反映さ
せ、さらに将来に対し、有効な活動が提供で
きるように努める。

6
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細やか
な支援

平日の内容、休日・長期休暇の違いをプログ
ラムに反映してマンネリにならないよう工夫し
ている。

季節や時間配分を考慮し、その時期にしか
できない活動の提供に努める。

7
活動プログラムが固定化しないような工夫
の実施

活動後の反省をしながら子供たちの様子を
ふまえ、内容の変更をしている。

個別活動と集団活動を織り交ぜながら今後
も充実した活動を目指していく。

8
支援開始前における職員間でその日の支
援内容や役割分担についての確認の徹底

朝礼時に職員間でその日の支援内容や役
割分担を確認し個々の子どもたちへの対応
をしている。

重要なな事項についてはメモをして全員の
目につくところに貼ってもれることがないよう
に配慮する。

9
支援終了後における職員間でその日行わ
れた支援の振り返りと気付いた点などの情
報の共有化

毎日「ふりかえりノート」、「ミーティング記録」
を作成し、職員全員が閲覧できるようにし、そ
れに基づいて話し合いを行っている。

共有した事項については複数回話し合いを
もち、旧友の再確認に努める。

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹底
や、支援の検証・改善の継続実施

個々の子どもたちへの対応の記録をとり、
日々の成長と見比べながら支援内容や目標
を更新している。

職員が行っている対策が目標や計画に沿っ
ているか記録に基づいて話し合いをもち、検
証し改善につながるように努める。

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発達
支援計画又は放課後等デイサービス計画
の見直し

会議にてモニタリングを行うとともに、全
利用者の6ヶ月ごとのモニタリングを文書
として残している。

事例を挙げながらどの程度の見直しが
必要か、具体的な内容の把握に努める。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者
による障害児相談支援事業所のサービス担
当者会議へり参画

サービス担当者会議に児童発達管理責
任者も参画し情報を共有している。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育
等の関係機関と連携した支援の実施

現在、利用はないが各関係機関と連携した
支援の実施に努める。

利用がある場合は看護職員や機能訓練
担当職員の確保を検討する。

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体
制の整備

現在利用はないが、各医療機関と連絡体制
の整備を図り支援を行っていく。

利用がある場合は主治医や協力医療機
関との連絡を図ることに努める。

4

児童発達支援事業所からの円滑な移行支
援のため、保育所や認定こども園、幼稚園、
小学校、特別支援学校（小学部）等との間で
の支援内容等の十分な情報共有

保護者の許可を得て、保護者を通して情
報共有に努めている。

今後も情報共有と相互理解ができるよう
に努めていく。

5

放課後等デイサービスからの円滑な移行支
援のため、学校を卒業後、障害福祉サービ
ス事業所等に対するそれまでの支援内容等
についての十分な情報提供、

学校を卒業し、障害福祉サービスへの移
行対象ケースが出てきた場合、それまで
の支援内容を書面などにより提供できる
よう努める。

保護者の許可を得て、保護者を通して情
報共有に努める。

6
児童発達支援センターや発達障害者支援セ
ンター等の専門機関と連携や、専門機関で
の研修の受講の促進

専門機関との連携をスムースにするため
に研修への参加などを積極的に行って
いる。

職員全員が研修に参加できるような体制
作りに努める。

7

児等発達支援の場合の保育所や認定こども
園、幼稚園等との交流や、放課後等デイ
サービスの場合の放課後児童クラブや児童
館との交流など、障害のない子どもと活動す
る機会の提供

関連事業所であるダンス教室とリンクス北
教室とは月2回交流を行っている。

32%

コロナ感染症が落ち着いたら感染症対
策をしっかりとりながら、季節や行事の各
イベントに定期的に参加して交流の幅を
広げていけるように努めている。また、関
連事業所との交流を増やしている。

8
事業所の行事への地域住民の招待など地
域に開かれた事業の運営

コロナ感染症対策のため、事業内への招
待はできなかった。

コロナ感染症が落ち着いたら感染対策を
しっかりと取りながら地域の方との交流
をもつなど地域に開かれた事業運営に
努める。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
支援の内容、利用者負担等についての丁寧
iな説明

運営規程・支援の内容・利用者負担額等
について、契約時に説明をして理解が頂け
るようにしている。また変更時には文面にて
お知らせしている。

100%
引き続き、納得が得られるようにご説明
をしていく。契約後でも疑問がある時は
その都度ご説明する。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画を示しながらの支援内容の丁寧な
説明

計画書をお渡しする時に内容の説明をし
て必ず手渡ししている。

100%
不明な内容についてはその都度、説明
し、納得できる内容に修正する。

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対するペアレント･トレーニング等の
支援の実施

全体での支援は行っていないが、個別で
の支援はお行っている。

69%

全体での取り組みを行いたいと検討して
いたがコロナ感染症の関係上、実施でき
ていない。状況を見ながら取り組みた
い。また、個別での取り組みは強化して
いく。

4
子どもの発達の状況や課題について、日頃
から保護者との共通理解の徹底

毎回連絡帳を通して、その日の子どもの状
況を伝えるとともに、さまざまな機会を通し
て共通理解を深められるよう努めている。

100%
送迎の時間も有効活用できるように努め
る。

5
保護者からの子育ての悩み等に対する相談
への適切な対応と必要な助言の実施

さまざまな場面を通じて保護者の悩みを聞
く機会を持ち、保護者と歩調を合わせなが
ら支援と助言に取り組んでいる。

100%
利用されているおこさんのことだけでな
く、兄弟に関するご相談もお受けできる
ように努める。

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の開
催による保護者同士の連携支援

コロナ感染対策のため、全体としての定
期的な集まりはできていない。

25% 新年度から茶話会を再開予定している。

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応体
制整備や、子どもや保護者に周知及び苦情
があった場合の迅速かつ適切な対応

保護者からの苦情を謙虚に受け止め、その
事案に指導員が適切に対応し、保護者の不
安の解消に努めている。また、兵庫県、神戸
市が設置している窓口も併せて紹介してい
る。

82%
苦情相談窓口(エグゼ西神南校)、本部
(名谷校)とリンクスの3者で対応にあたれ
るように連携を強化していく。

8
障害のある子どもや保護者との意思の疎通
や情報伝達のための配慮

子どもの生涯に皇子て視覚支援を行ってい
る。保護者に対しては送迎の時などに個々
に取り組んでいる。

94% 取り組みの強化を図っていく。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報についての子ども
や保護者への発信

リンクスだよりやブログで施設内の出来事や
子どもの様子をお知らせしている。

100%
保護者と事業所としてのリンクスラインを
設置し、情報発信を行っている。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応
個人情報が記載された書類は子供名の書い
たファイルに保管し、施設の安全確保には専
門業者による安全対策を設置している。

100%
職員にも研修を行い、周知徹底を行って
いる。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルの策定と、職員や保護
者への周知徹底

それぞれのマニュアルを作成し、職員への周
知徹底を行っている。また、事情に応じ内容
の見直しを行い、保護者への連絡も密にして
いる。

100%
引き続き、各マニュアルの周知徹底を
行っていく。

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避難、
救出その他必要な訓練の実施

不測の事態に対応できるよう、避難訓練を
行っている。また、非常の際の備品を備蓄
し、毎年点検を行っている。他事業所との意
見交換会にも参加し、情報交換もしている。

81%

引き続き避難訓練を行い不測の事態に
落ち着いて行動ができるように努めてい
る。他事業所との意見交換会での良い
意見は取り入れ実施していく。

3
虐待を防止するための職員研修機の確保
等の適切な対応

マニュアルを策定し、毎年必ず研修を
行っている。また、就業前チェック表、ふ
り返り表で自己反省、自己点検している。

修研を行う共に毎日の振り返り時に職員
に確認していく。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における組
織的な決定と、子どもや保護者に事前に十
分に説明・・了解を得た上での児童発達支
援計画又は放課後等デイサービス計画へ
の記載

身体拘束については行わないことを大原則
としているため計画書への記載はしていな
い。

今後は子どもの状況に応じて個別で保
護者との話し合いのもと記載するか確認
をとって必要であれば記載する。

5
食物アレルギーのある子どもに対する医師
の指示書に基づく適切な対応

契約時にアレルギー症状の有無について保
護者から細かく聞き、必要な場合は医師から
の指示書に基づく対応をしている。

引き続き、契約時の確認を徹底してい
く。

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内で
の共有の徹底

さまざまな事例について、全て書面にま
とめ、事業所内で共有に努める。

研修を行うと共に支援後の毎日の振り返
り時に職員に確認し、問題がある場合は
職員全員で共有していく。
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